
か
ね
ざ
わ

金
沢
貞
顕
（
弘
安
元
年
・
一
二
七
八
～
元
弘
三
年
・
一
三
三
三
）
は
、
称
名
寺
（
真
言
律
宗
・
別
格
本
山
・
西
大
寺
未
）
の
創
設
者
で
あ
る
北
条

実
時
の
孫
に
当
た
る
．
鎌
倉
時
代
末
期
の
武
将
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

は
ぷ
の
し
ょ
う

彼
の
父
、
北
条
顕
時
は
、
安
達
一
族
を
滅
亡
さ
せ
た
「
霜
月
騒
動
」
（
弘
安
八
・
一
二
八
五
）
に
連
座
し
、
下
総
国
埴
生
荘
（
現
・
千
葉
県
印

（
１
）

旛
郡
栄
町
か
ら
成
田
市
の
一
部
）
に
流
さ
れ
た
。

し
か
し
、
貞
顕
は
金
沢
北
条
氏
の
当
主
と
し
て
、
ま
た
執
権
北
条
氏
の
一
族
と
し
て
、
早
く
か
ら
幕
府
内
の
要
職
に
就
い
て
い
る
。
た
と

え
ば
彼
は
、
六
波
羅
探
題
と
し
て
、
十
年
以
上
も
京
都
に
滞
在
し
た
。
彼
が
「
金
沢
文
庫
」
の
充
実
に
力
を
入
れ
た
の
も
こ
う
し
た
京
都
で

の
生
活
で
修
得
し
た
学
問
・
文
化
が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
政
治
面
で
は
、
わ
ず
か
の
期
間
で
は
あ
る
が
鎌
倉
幕
府
の
執
権
職
を
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
出
家
し
て
法
名
を
崇
顕
と

（
２
）

称
し
、
そ
の
後
、
元
弘
三
年
に
建
武
中
興
の
争
乱
の
中
で
、
北
条
一
門
と
共
に
鎌
倉
東
勝
寺
で
自
刃
し
て
果
て
た
。

な
お
「
金
沢
文
庫
」
の
あ
る
「
称
名
寺
」
は
、
北
条
義
時
の
孫
で
あ
っ
た
北
条
実
時
が
武
蔵
国
金
沢
郷
に
住
み
別
荘
を
建
て
た
時
に
堂
宇

を
建
立
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、
実
際
に
は
金
沢
貞
顕
の
時
代
が
「
称
名
寺
」
の
荘
大
な
伽
藍
が
整
備
さ
れ
、
「
金
沢
文
庫
」
の
充
実
が
は
か

一
、
は
じ
め
に

金
沢
貞
顕
文
書
の
医
史
学
的
研
究

浬
堆
舞
蝶
壼
哩
篭
籠
平
成
六
年
三
月
二
十
二
日
受
付

樋

口
誠
太
郎
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称
名
寺
二
代
長
老
明
忍
房
劔
阿
は
、
金
沢
貞
顕
と
公
私
の
両
面
で
、
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
。

平
成
四
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
金
沢
文
庫
資
料
図
録
・
資
料
編
～
１
」
に
は
「
宝
寿
抄
』
の
紙
背
文
言
と
し
て
、
金
沢
貞
顕
が
劔
阿
に

宛
て
た
書
状
類
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
多
く
が
私
信
で
、
家
族
の
病
気
に
つ
い
て
剣
阿
に
祈
祷
を
依
頼
し
た
も
の
や
そ
の
病
状
の
経
過
を

伝
え
た
り
し
た
も
の
と
か
劔
阿
の
病
気
に
対
し
て
の
見
舞
、
薬
物
の
贈
答
に
つ
け
た
書
状
な
ど
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
上
級
の
武
家
が

私
が
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
の
は
「
金
沢
文
庫
」
に
残
っ
て
い
る
金
沢
貞
顕
か
ら
二
代
長
老
剣
阿
に
宛
て
た
書
状
二
宝
寿
抄
』
紙
背
文
書
）
の

中
か
ら
当
時
の
医
療
や
祈
祷
に
関
す
る
も
の
を
中
心
に
と
り
あ
げ
、
金
沢
貞
顕
の
よ
う
な
上
級
の
武
士
が
病
気
を
ど
の
よ
う
に
見
て
対
応
し

お
も

て
い
た
か
、
当
時
の
人
び
と
の
生
活
の
中
に
お
け
る
宗
教
（
社
寺
へ
の
信
心
）
の
重
み
づ
け
を
調
べ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
っ
て
服
部
敏
良
氏
が
「
鎌
倉
時
代
医
学
史
の
研
究
」
の
中
で
「
金
沢
文
庫
古
文
書
の
医
学
的
考
察
」
（
第

二
章
・
第
五
節
）
と
題
し
て
と
り
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
当
時
は
「
金
沢
文
庫
資
料
図
録
」
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
、
く

わ
し
く
と
り
あ
げ
る
と
い
う
面
で
は
服
部
氏
御
自
身
で
も
意
に
充
た
な
か
っ
た
の
で
は
と
思
う
。

本
稿
は
、
今
回
刊
行
さ
れ
た
『
図
録
」
を
活
用
し
て
金
沢
貞
顕
と
剣
阿
と
の
書
状
の
や
り
と
り
の
中
か
ら
当
時
、
病
気
・
医
薬
・
祈
祷
に

関
す
る
こ
と
が
ら
を
ま
と
め
て
見
た
も
の
で
あ
る
。

た
C

ら
れ
た
時
で
同
時
に
金
沢
北
条
氏
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。

ま
た
当
寺
は
「
金
沢
山
称
名
寺
」
と
言
っ
て
、
真
言
律
宗
別
格
本
山
で
西
大
寺
未
と
さ
れ
、
金
沢
北
条
氏
の
菩
提
寺
で
も
あ
る
。
く
わ
し

い
こ
と
は
判
ら
な
い
が
、
当
寺
は
北
条
実
時
が
六
浦
荘
金
沢
の
居
館
に
営
ん
だ
持
仏
堂
か
ら
興
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
初
代
長
老
は
審
海
、

二
代
剣
阿
、
三
代
湛
害
と
学
識
す
ぐ
れ
た
高
僧
が
そ
の
地
位
に
つ
い
た
た
め
、
「
金
沢
学
校
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
広
く
そ
の
存
在
を
知
ら
れ

二
、
『
宝
寿
抄
』
と
、
紙
背
文
書
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鼻
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Iキー

『宝寿抄」（金沢文庫資料図録より）写真1

自
分
や
家
族
の
病
気
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
療
法
を
と
っ
て
い
た
か
、
病
気

と
祈
祷
と
の
関
係
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
判
る
。

あ
き
す
け

金
沢
貞
顕
は
、
子
息
の
貞
将
・
顕
助
の
病
気
、
貞
将
の
妻
の
出
産
、
執
権

北
条
高
時
の
病
気
へ
の
心
配
な
ど
に
対
す
る
細
か
い
心
く
ば
り
を
す
る
武
家

で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

ま
た
療
法
と
し
て
は
、
湯
本
へ
の
湯
治
、
灸
治
、
薬
湯
の
服
用
に
つ
い
て
、

こ
の
時
代
の
特
色
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
菩
提
寺
の
僧
侶
に
対
し
て
祈
祷
を
要
請
し
、
神
仏
に
対
し
病
気
治

癒
を
祈
っ
て
も
ら
う
、
看
病
す
る
家
族
は
安
堵
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
、
金
沢
貞
顕
の
書
状
か
ら
見
る
と
か
な
り
の
名
医
に
か
か
っ
て

い
て
も
、
称
名
寺
長
老
劔
阿
に
病
気
治
癒
の
祈
祷
を
要
請
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
前
置
き
と
し
て
、
こ
の
書
状
が
書
か
れ
て
い
る
『
宝
寿
抄
』
に

つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
「
宝
寿
抄
」
は
劔
阿
が
所
持
し
て

い
た
全
十
二
巻
の
仏
教
書
で
、
写
真
１
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
不
動
明
王
の
尊

像
を
豊
富
に
描
き
、
説
明
し
た
仏
教
書
を
、
劔
阿
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
は
紙
が
貴
重
で
あ
っ
た
の
で
、
自
分
の
処
へ
来
た
書
状
の
裏
を
利
用
し

た
。
そ
れ
に
金
沢
貞
顕
の
処
か
ら
来
た
書
状
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
理
由
は
称
名
寺
と
金
沢
氏
の
関
係
が
深
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

ま
た
『
宝
寿
抄
』
と
い
う
の
は
、
陸
奥
国
岩
城
郡
（
福
島
県
い
わ
き
市
）
の
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前
述
の
実
時
の
孫
で
あ
る
金
沢
貞
顕
が
称
名
寺
長
老
劔
阿
な
ど
に
宛
て
た
書
状
が
『
金
沢
文
庫
資
料
図
録
～
書
状
編
１
」
に
『
宝
寿
抄
」

の
紙
背
文
書
と
し
て
沢
山
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
公
的
な
も
の
よ
り
私
的
な
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
当
時
の
上
級
武
士
の
私
生
活
を

知
る
上
で
役
に
立
つ
。
特
に
医
史
学
的
な
視
点
か
ら
見
る
と
注
目
す
べ
き
も
の
が
多
い
。

薬
王
寺
宝
寿
院
に
て
永
仁
三
年
（
二
一
九
五
）
三
月
に
禅
意
が
真
源
に
口
伝
え
し
て
、
真
源
が
こ
れ
を
筆
録
し
た
も
の
で
、
伝
授
し
た
寺
院
の

（
３
）

名
を
と
っ
て
、
『
宝
寿
抄
』
の
名
が
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

筆
録
者
で
あ
る
真
源
は
信
濃
国
の
出
身
で
、
奈
良
・
西
大
寺
の
叡
尊
の
弟
子
と
な
り
正
応
三
年
（
一
二
九
○
）
頃
に
西
大
寺
か
ら
関
東
に
下

り
永
仁
二
年
二
二
九
四
）
に
「
宝
寿
抄
」
を
叡
尊
の
弟
子
禅
意
か
ら
伝
授
さ
れ
、
下
総
国
大
須
賀
保
（
千
葉
県
香
取
郡
大
栄
町
）
の
地
頭
大
須

（
４
）

賀
氏
の
外
護
の
も
と
に
慈
恩
寺
の
中
興
開
山
と
な
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

作
っ
た
。

〈
一
二
二
四
〉
〈
一
二
七
六
〉

実
時
は
（
元
仁
元
年
～
建
治
二
年
）
北
条
実
泰
の
子
で
、
幕
府
の
引
付
衆
、
評
定
衆
な
ど
の
要
職
を
つ
と
め
た
。
他
方
「
金
沢
文
庫
」
創
設
帥

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
学
問
好
き
で
、
多
く
の
古
典
籍
を
収
集
し
た
り
し
た
文
人
武
将
の
代
表
的
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

北
条
一
門
の
中
に
お
け
る
金
沢
氏
の
系
譜
は
次
頁
に
示
し
た
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
北
条
実
時
は
六
浦
荘
金
沢
の
居
館
内
に
持
仏
堂
を
営
み
、
こ
れ
が
「
金
沢
山
称
名
寺
」
と
な
っ
た
。

金
沢
北
条
氏
の
は
じ
ま
り
は
北
条
実
時
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
と
き

む
つ
う
ら

金
沢
北
条
氏
は
、
前
に
も
述
べ
た
と
お
り
北
条
義
時
の
孫
、
実
時
が
武
蔵
国
六
浦
荘
金
沢
郷
に
別
荘
を
営
み
、
こ
こ
に
「
金
沢
文
庫
」
を

四
、
金
沢
貞
顕
文
耆
に
見
る
祈
祷
と
医
療

か
ね
ざ
わ

三
、
金
沢
北
条
氏
に
つ
い
て
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表｜金沢氏系図
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ｌ
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（
病
気
）
（
ひ
ど
く
な
っ
た
）
（
熱
）

七
日
夜
よ
り
違
例
事
候
し
か
／
一
昨
日
よ
り
増
気
候
て
、
以
外
候
つ
る
／
を
長
周
朝
臣
療
を
加
え
候
温
気
／
ハ
す
こ
し
か
ろ
く
な
り
て
候

（
い
や
い
や
）

食
／
事
も
つ
や
ノ
、
回
さ
れ
候
ハ
す
、
身
も
／
く
る
し
く
て
候
、
祈
祷
事
、
殊
／
御
意
ニ
か
け
ら
れ
候
ハ
員
、
本
意
候
、
／
去
年
の
所
労
と
同

マ
」
Ｄ
シ
」

躰
二
候
、
そ
れ
よ
り
ハ
／
か
る
く
候
、
医
師
も
殊
な
る
事
／
候
ハ
し
と
申
候
之
間
、
安
堵
し
て
候
、
／
此
事
二
よ
り
候
て
、
御
出
ハ
あ
る
ま
（
以

こ
れ
を
整
理
し
て
見
る
と
金
沢
貞
顕
が
自
分
自
身
の
病
気
に
悩
み
劔
阿
に
相
談
し
た
り
祈
祷
を
依
頼
し
て
い
る
も
の
、
子
息
貞
将
の
病
気
、

貞
将
の
妻
と
思
わ
れ
る
女
性
の
出
産
の
こ
と
な
ど
を
剣
阿
に
告
げ
た
も
の
も
あ
り
、
次
に
あ
げ
た
表
２
の
よ
う
に
二
十
八
通
存
在
す
る
。

こ
の
表
２
を
見
る
と
金
沢
貞
顕
も
子
息
貞
将
も
か
な
り
病
気
を
し
て
い
る
。
武
士
で
あ
る
の
で
幼
少
の
頃
か
ら
弓
馬
の
道
に
励
み
身
体
を

鍛
え
て
い
た
と
思
う
が
、
丈
夫
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

特
に
、
貞
将
の
健
康
状
態
を
告
げ
る
書
状
が
意
外
に
多
く
（
表
２
の
中
の
１
．
６
・
皿
・
吃
・
喝
・
略
）
持
病
が
あ
っ
て
、
療
病
に
苦
心
し
て

い
る
。
一
例
と
し
て
写
真
２
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
持
病
療
養
湯
本
下
向
…
…
（
下
略
こ
と
あ
り
、
箱
根
湯
本
へ
湯
治
に
行
っ
て
い
る
。
湯

治
は
民
間
療
法
の
ひ
と
つ
で
、
現
在
の
入
浴
の
よ
う
に
湯
に
全
身
を
ひ
た
す
方
式
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
当
時
「
風
呂
」
と
い
う
の
は
釜
で

湯
を
わ
か
し
、
浴
室
に
蒸
気
を
送
り
込
む
現
在
の
サ
ウ
ナ
風
呂
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
絵
巻
物
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
次
に
掲
げ
た
金
沢
貞
顕
の
書
状
（
断
簡
）
を
見
る
と
、
貞
顕
が
自
分
か
家
族
の
病
気
に
対
し
て
医
者
の
診
察
を
受
け
た
り
祈
祷
を
依
頼

し
て
い
る
様
子
が
良
く
書
か
れ
て
い
る
。

下
断
） 史

料
一
金
沢
貞
顕
苫
状
（
断
簡
）

『
金
沢
文
庫
資
料
図
録
・
犯
頁
」

（
読
み
下
し
）
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｜
肥

４
｜
銘

２
｜
銘

１
｜
別

h

表
２
金
沢
貞
顕
文
書
に
見
る
医
事
関
係
記
事

20 68 60

御
違
例
事
夜
程
何
様
御
坐
候
哉
無
心
本
存
候

持
病
療
養
ノ
為
湯
本
へ
下
向

顕
助
法
印
労
、
只
同
躰
候
、
祈
祷
事
被
入
御

意
候
之
由

七
Ｈ
夜
よ
り
違
例
事
候
し
か
自
一
昨
日
増
気

候
て
長
周
朝
臣
（
丹
波
）
加
療
治
候
か

（
略
）
自
廿
五
日
雌
令
出
士
候
猶
腰
労
難
治

候
、
悉
得
減
気
候
者
、
毎
事
可
・
・
・
・

栃
餅
一
葛
令
進
之
候

（
栃
餅
は
整
腸
・
健
胃
剤
）

昨
日
御
報
委
細
承
候
了

貞
将
祈
祷
事
御
無
沙
汰
之
条
諸
医
等
昨
日
来

臨
候
し
：
・
・
減
気

御
腹
気
無
為
之
由
昨
日
承
候
之
間
喜
悦
無
極

候

内

谷

年
代
不
明

九
月
十
三
日

年
代
不
明

七
月
廿
日

年
代
不
明

六
月
廿
九
日

不
明

三
月
六
日

不
明
不
明

不
明

七
月
廿
九
日

不
明

年
月
日

一トー

っイヒ

カ押
〃

斗一

化

押

司・Fム

ラ 化

力押
／

不
明断
簡

計

不
明断
簡

不
明断
簡

不
明

＋←

イレ
lu

押

-ｧ，化

ゥ押
ア
リ

Ｍ
｜
頁

10
1句

上ム 11

岸’
1ワ

上q〕1416 15

100 94105119 114 106皿
一

金
堂
材
木
事
（
中
略
）

路
次
の
際
疲
悩
さ
こ
そ
候
っ
ら
め
と
察
覚
候

〆
」
。
。

自
昨
日
夕
方
貞
将
所
労
之
事
以
外
難
治
候
御

祈
念
候
者
悦
入
候
、
甘
葛
事
先
日
承
候
・
…
。

貞
将
自
云
（
十
）
二
日
相
労
候
か
今
日
十
五
日

子
剋
以
外
わ
っ
ら
ハ
し
く
候
之
間
（
略
）
祈
祷

之
事

昨
日
令
申
候
息
女
所
労
事
心
苦
躰
一
一
候
両
三

日
も
加
持
仕
候
ハ
や
（
中
略
）
医
師
ハ
昨
日
も

見
候
て
一
向
中
風
之
由
令
申
候

○
貞
顕
よ
り
劔
阿
へ
の
見
舞
状
御
違
例
事
其

後
何
様
御
座
候
哉
、
無
心
本
相
存
候
：

貞
将
所
労
事
、
次
第
得
減
気
候
間
悦
思
給
候

（
前
略
）
小
童
等
所
労
、
得
少
減
候
之
際
喜
悦

候
、
一
向
御
祈
念
之
故
候
之
由
・
・

○
同
右

御
目
御
労
其
後
何
様
御
座
候
哉

内
頁
～
金
沢
文
庫
資
料
図
録
書
状
編
１
の
掲
載
頁
を
示
す
。

容

十
二
月

十
五
日
子
剋

不
明

五
月
七
日

五
月
四
日

不
明

八
月
廿
八
日

元
応
二
年
か

七
月
十
三
日

七
月
六
日

三
月
十
六
日

年
月
日

÷

樵'
不
明

＋fニ

イレ
l巳

押

Ff H

不
明断
簡

-+←
寺ニ

イヒ

押

っ化

ゥ押識'
弓ァ化

｜ゥ押
＝ァ化

ｲ，押
〃

ア
リ

_理」
(83）1Q1
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Ｍ
｜
頁

迦
一
皿

肥
一
噸

Ⅳ
｜
剛

魂
一
皿

別
一
脚

四
一
蝿

其
後
何
条
御
事
候
哉

此
労
次
第
得
少
減
候
之
間

リ
ン
ゴ
文
中
に
あ
り

（
前
略
）
柳
貞
将
妻
女

自
一
昨
日
廿
日
違
例
事
候
医
師
者
不
可
有
子

細
之
由
雄
申
之
候
食
事
減
少
候
之
間
・
・

○
貞
顕
よ
り
見
舞
状
候

御
痢
病
御
再
発
之
由
承
候
、
（
略
）
能
々
可
有

御
療
治
候
、
又
貞
将
所
労
大
事
物
に
て
候

顕
助
労
取
延
た
る
や
ら
ニ
ハ
候
へ
と
も
未
心

苦
之
由
承
候
・
…
又
小
童
労
事

男
子
出
生
（
貞
顕
の
孫
か
）
以
後
只
今
辰
剋
ま

で
無
殊
事
候
、
但
後
物
い
ま
に
遅
々
候
、
医

師
ハ
く
る
し
か
ら
ず

（
前
略
）
兼
又
此
三
日
風
気
候
、
以
外
候
間
今

日
評
定
不
及
出
仕
：
・
・

内

容

正
月
十
一
日

七
月
十
六
日

文
保
元
年

三
月
中
旬
か

文
保
元
年
か

三
月
八
日

二
月
十
六
日

不
明 年

月
日

ァ花
,，押

司十 14 ÷ ÷

花
押アリ

予化

ｩ押
化
押
ア
リ

上
田
‐

イ
４
丁
ナ
シ 騨搦

7仁
I旦

押

断
簡

鴻
一
犯
一

”
｜
剛

妬
一
曲

お
一
剛

甥
一
隅

此
一
頁

型
一
価

去
夜
御
報
慥
拝
見
候
了
祈
事
御
始
行
返
ノ
、

悦
入
候
、
其
後
医
師
等
来
臨
候
て
加
療
治
候

之
間
し
つ
ま
り

大
仏
の
入
道
自
昨
日
所
労
の
候
か
今
朝
以
外

二
大
事
二
候
之
由
只
今
つ
け
た
ひ
て
候
程
に

ま
か
り
向
候
・
・
・
・

（
北
条
高
時
）

太
守
自
動
廿
二
日
朝
御
違
例
事
候
、
昨
日
者

御
少
減
之
由
承
之
候
し
か
・
・
・
．

小
童
心
く
る
し
き
よ
し
承
候
（
中
略
）
貞
将
ハ

只
今
ハ
し
つ
ま
り
て
候
・
。
：

小
童
身
固
事
此
人
申
入
旨
候

西
御
門
殿
自
去
夜
御
違
例
之
由
只
今
承
候

内

容

文
保
元
応
の

頃
か
、

十
月
六
日

文
保
元
年

三
月
以
降

の
こ
と

三
力
ｊ

月
十
六
日

極
月
九
日

不
明

三
月
廿
九
日

年
月
日

花
押ア
リ

断
簡

断
簡

÷ 十一

ブ化

ｩ押

凸卜十一

淵
"

ァ化
,1押

÷←

イレ
I巴

押
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拠
々
刷
灯
鈴
恐
韓
譲

‐
・
・
‐
か
。
Ｆ
‐
．
、
｝
・
・
ず
。
｝
‐
・
壷
‐
瀞
》

‐
冒
冒
凸
冒
目
‐
戸
ｂ
Ｊ
宮
‐
‐
Ｆ

‐
Ｊ
１
坪
『
宮
‐
聡
叩

１
ｋ
陥
吟
い
，
Ｆ
１
闇
哩
庵
塚
羅
廻
趣
騨
惨
諏
“

;孝
灘

一一斗シI-b

溌蠅‘■,､
ﾄー，

#”
jX-!心愈簿＃<"jM:%』

鍬
一
…
罵
熟
蕊
謹
繍
章
燕
－

Ｊ
ぜ
。

昨
日
申
せ
令
候
息
女
所
労
の
事
／
心
苦
し
き
体
に
候
。
両
三
日
も
加
持
仕
候
ハ
や
と
／

ろ
し

い
そ

存
候
、
観
達
御
房
入
御
候
ハ
っ
悦
二
入
候
、
／
雨
中
之
路
次
定
め
て
難
治
の
御
事
に
候
ぬ
と
／
存
候
へ
と
も
、
片
時
も
窓
き
思
し
給
い
候
之

は
か
ら

間
、
馳
せ
申
さ
し
め
候
、
其
外
も
僧
一
両
人
御
渡
り
候
て
、
／
陀
羅
尼
を
も
み
て
さ
せ
給
候
ハ
蚤
／
、
悦
び
存
じ
候
、
人
数
は
御
計
い
有
る

べ
く
候
、
又
／
祈
祷
事
、
御
意
に
入
ら
れ
候
之
由
、
／
昨
日
の
御
返
事
に
承
り
候
。
殊
二
悦
び
思
い
口
阿
刷
凹
本
望
に
候
、
雨
中
返
々
不
心

じ
ゆ
う
に
ち

二
候
へ
／
と
も
、
明
日
者
重
日
に
候
、
今
日
中
二
／
観
公
入
御
候
わ
ば
悦
び
存
じ
候
。
恐
惇
謹
言

八
月
廿
八
日
貞
顕 写真2湯本療養の書状（表2，NC1）

『
鎌
倉
時
代
医
学
史
の
研
究
」
（
服
部
敏
良
氏
著
）
に
よ
る
と
、
史
料
一
の
中
に
見
ら
れ
る

長
周
朝
臣
と
い
う
の
は
、
当
時
鎌
倉
に
い
た
施
薬
院
使
丹
波
長
周
の
こ
と
で
、
こ
の
よ
う

な
高
名
な
医
師
に
診
療
し
て
も
ら
え
る
の
は
、
北
条
一
門
の
高
級
武
将
の
一
家
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
医
師
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
貞
顕
の
書
状
の

中
に
は
こ
の
よ
う
な
例
は
、
表
２
中
の
６
．
皿
・
配
・
幻
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
貞
顕
の

書
状
の
中
に
は
病
気
に
か
か
っ
た
娘
の
た
め
医
者
の
診
療
を
受
け
、
更
に
劔
阿
に
祈
祷
を

し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
看
病
の
様
子
が
良
く
判
る
も
の
が
あ
る
。
（
表
２
中
の
Ⅲ
）

史
料

金
沢
典
顕
＃
状
「
金
沢
文
庫
資
料
図
録
・
叫
頁
」

（
追
而
）医
師
は
昨
日
も

見
候
て
一
向
中
風
之
由

令
レ
申
候
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『
資
料
図
録
』
の
中
の
解
説
に
よ
る
と
当
時
四
歳
程
度
の
幼
児
で
あ
っ
た
貞
顕
の
娘
の
病
気
に
対
し
て
、
観
達
房
に
鎌
倉
に
来
て
加
持
祈
祷

し
て
ほ
し
い
と
劔
阿
に
依
頼
し
た
書
状
で
、
追
而
害
に
医
者
は
「
中
風
」
（
現
在
の
風
邪
の
こ
と
）
だ
と
と
言
っ
て
い
る
と
書
い
て
い
る
。
昔
は

幼
児
の
死
亡
率
が
高
か
っ
た
の
で
、
貞
顕
が
心
配
し
て
い
る
様
子
が
良
く
判
る
。

と
ち
も
ち
ひ
と
つ
づ
ら

ま
た
写
真
３
は
「
栃
餅
一
葛
…
」
進
上
の
貞
顕
か
ら
剣
阿
宛
の
書
状
で
あ
る
。
栃
餅
と
は
栃
の
実
の
餅
の
こ
と
で
「
和
漢
三
才
図
会
一
に

ゞ
》
合
一
．
．
｝
善
：
《
‐
蜂
《
《
‐
・
べ
』
ゞ
》
一
》
へ
ゞ
宙
品
，
や
ゞ
ゞ
ゞ
一
曲
ゞ
‐
』
一
・
ゞ
・
苛
蓉
‐
〃
，
Ｆ
心
‐
・
伊

。
、
。
‐
‘
｜
一
帖
，
‐
‐
。
．
》
．
強
・
・
』
‐
“
震
諺
》
”
“
‐
幸
四
・
．
〆
中
。
ｒ
』
・
‐
＆
岬
》
。
．
・
全

吻
蝿
蕊
荊
鰯
撒

鮮
霧
鈴
擬
鴬

い
ふ
》
燕

ー

>i,琴．

串一皇‘:
三ヶ4■

F~え,F,

筐冒,

"．:〔．f･↑‘．
q､_L角I

蕊
5－奔

露
北上

辞､‐．F,

學蔑窪一
r‐‐．｝

（
劔
阿
）

方
丈
進
之
候

i当娠
L番.串

遮
郵

写真3金沢貞顕・劔阿宛書状

説
ら
剣
阿
宛
の
書
状
で
あ
る
。
栃
餅
と
は
栃
の
実
の
餅
の
こ
と
で
「
和
漢
三
才
図
会
』
に

よ
れ
ば
、
整
腸
、
健
胄
剤
と
し
て
、
民
間
療
法
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
。
劔
阿
は
胃

腸
が
弱
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
貞
顕
の
心
か
ら
の
お
く
り
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者
の
関
係

を
良
く
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
民
間
療
法
の
薬
物
が
出
て
く
る
書
状
に
写
真
４
の
金
沢
貞
顕
よ
り
劔
阿
に

宛
て
た
の
が
あ
る
。
書
状
の
内
容
は
概
略
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
病
気
）

昨
日
夕
方
よ
り
貞
将
所
労
の
事
二
／
候
、
以
っ
て
外
難
治
二
候
、
御
祈
念
候
は
ば
／
悦
び

あ
ま
づ
ら

入
り
候
、
其
の
間
の
子
細
は
使
者
を
以
て
申
さ
し
め
／
候
、
兼
ね
て
又
甘
葛
の
事
、
先
日

土
手
い

承
り
候
／
し
、
所
持
せ
ず
候
の
間
相
尋
ね
候
／
処
少
分
尋
ね
出
し
候
程
二
／
こ
れ
を
進
ら

し
め
候
。
恐
惇
謹
言

五
月
四
日
貞
顕
（
花
押
）

（
劔
阿
）

方
丈
進
之
候

こ
れ
も
貞
将
の
病
気
の
様
子
を
劔
阿
に
伝
え
て
以
外
に
な
お
ら
な
い
の
で
、
祈
祷
を
依
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頼
し
て
い
る
。

あ
ま
づ
ら
つ
る
く
さ

甘
葛
は
松
や
杉
な
ど
の
高
木
に
か
ら
む
蔓
草
の
一
種
「
あ
ま
ち
や
づ
る
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
茎
を
煮
つ
め
た
甘
い
汁
は
砂
糖
の

代
用
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
と
共
に
、
薬
物
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
は
薬
物
と
し
て
用
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
か
な
り
入
手
に
苦

労
し
た
よ
う
な
文
面
が
伺
わ
れ
る
。

ま
た
金
沢
貞
顕
は
称
名
寺
長
老
剣
阿
の
病
気
に
対
し
て
も
い
ろ
い
ろ
と
病
気
見
舞
状
を
出
し
て
い
る
。
表
２
に
あ
げ
た
二
十
八
点
の
書
状

の
中
で
も
五
点
ほ
ど
あ
る
。
中
で
も
恥
陥
の
劔
阿
の
眼
病
に
対
す
る
見
舞
状
、
恥
肥
劔
阿
が
痢
病
（
下
痢
か
）
を
再
発
し
た
こ
と
に
対
す
る
見

舞
状
な
ど
剣
阿
と
い
う
人
物
の
健
康
状
態
を
知
る
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

い
た
わ
り

い
か
よ
う

写
真
５
、
が
金
沢
貞
顕
が
眼
病
を
患
っ
た
劔
阿
へ
あ
て
て
、
そ
の
様
子
を
た
ず
ね
た
見
舞
状
で
あ
る
。
「
御
目
の
御
労
、
其
の
後
何
様
に

蕊
孵
員
擬
布
鋤
ふ
ふ
ノ

』
も

'.旬J穿

靭’
--i・‘，

吟
へ－

写真4金沢貞顕・劔阿宛書状

冷
吋
〃
段
糸
侭
箆
砿
騨
唾

晶
班
伽
ケ
グ
鞭
畑
，
父
徹
し
ｒ
夕

参
鉦
ｆ
肥
闘
壷
秘
密
熟
礎
小

を
覇
離
れ
ゞ
雌
て
《
縫
蜂
●
難

ｆ
‐
宮
ぶ
り
亘
‐
宮

飢
憾
湾
鐸
棒
鍛
溌
鐸
笹
縦
窺
稀

何
リ
ム
、
３
７
／
勺
ぎ
ィ
１
，
お
Ｉ
対
ｆ

ｌ
４
ｉ
寺
の
鳥
湫
，
筆
と
，
耐
憩
１
い
ふ

Ｊ
弓
八
け
／
，
恥
繩
燗
…
‐
７
．
（
ｆ
４
‐
、
，
〃
』
一
壱
鋤
ｖ
‐

●
．
Ｆ
１
‐
４
．
‐
庁
■
限

ｏ
ｒ
‐

、
１
．
Ｆ
：

牙
，
脚
７
１
‐
１
１
乎
継
ｉ
、
ゞ
《
、

△
ｑ
・
‐
列
‘
１
１
軒
、
眼
。
少

Ｌ
Ｕ
ｊ
■
Ｊ
‐
４
‐
。
》

‐
口
虎
ｒ
Ｊ

卒
‐
９
１
り
ふ
，
匹
吸
淵
．
，
、
ゞ
？
、
，
、
〆

や
５
ケ
若
》
彪
矧
Ｚ

４
．
墜
統
眺
恥

写真5金沢貞顕～劔阿宛書状
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湾
尭
報f9，
驚一陪

雀
t

ご
ざ

こ
こ
ろ
も
と

ま
い
ら
せ

は
な

御
座
／
候
哉
、
心
本
な
く
候
、
兼
ね
て
又
生
水
烏
／
両
羽
こ
れ
を
進
候
、
池
に
放
た
る
べ
く
候
／
十
七
、
八
日
の
程
に
性
一
を
ば
召
し
具
し

お
さ
ら
ぎ

候
て
／
参
る
べ
く
候
、
又
大
仏
二
候
明
春
房
明
日
入
殿
／
は
か
へ
参
り
候
べ
き
よ
し
申
候
、
（
以
下
略
）
・
」

こ
の
書
状
は
剣
阿
の
眼
病
の
見
舞
と
共
に
称
名
寺
の
池
に
水
鳥
を
放
し
て
ほ
し
い
と
か
、
大
仏
の
明
春
房
が
入
殿
（
貞
顕
の
祖
母
の
こ
と
か
）

の
墓
参
に
明
日
行
く
か
ら
そ
の
時
に
食
事
を
出
し
て
や
っ
て
寺
の
局
で
食
べ
さ
せ
て
や
っ
て
ほ
し
い
な
ど
と
頼
ん
で
い
る
。
な
お
文
中
に
「
十

七
、
八
日
の
程
に
性
一
を
ば
召
し
具
し
候
て
…
・
」
と
あ
る
中
の
性
一
は
、
称
名
寺
の
池
を
造
成
し
た
責
任
者
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
剣
阿
が
胃
腸
が
丈
夫
で
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
前
の
写
真
３
の
「
栃
餅
一
葛
：
．
。
｜
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
が
、
写
真
６
に
見
ら
れ

試
侵
血
睦
叩
鯏
雌
悔
証

溝
凶
報
が
彦
滋

〆
乃
尾
峰
皿
参
備
雌
紡

射
ｂ
‐
Ｊ
Ｊ

剛
“
輔
帆
，
恥
パ
多
辨
・
弓

４
、
ｊ
ｆ
ｐ
ｊ
ｒ
”

人
塵
ｆ
ｂ
－
鴛
将
〆
鯵
§
ん
１
ル
ヘ
《

ニ
マ
ニ
ヮ
や
一
一
一
ｒ
，
峰
噸
胤
粍
〉
″
搾
禰
岬
ノ
丘
‐
・
凶
・
伊
を

ｊ
〃
〃
ノ
《
／
”
〆
～
１
戸
レ

ム島
1℃

泌
肱
也
雰
ｉ
が
墨

、
‐
●
ジ
ァ
‐
…
心
〉
●
３
．
‐
‐
、
●
…
咽
《
γ
以
胞
″

灸
舷
や
軸
Ｖ
‐
諺
》
，
鯰
》
？
４
附
謬
’
沌
叫
，

？
●
一
一
．
″
〈
〉
課
も
已
司
峠
Ⅷ
》
‐
‐
・
Ｉ
ｊ
ｑ
１
ア
・
”
”
凹
叩

鍔
Y苧

写真6金沢貞顕～剣阿宛書状

こ
と
は
、
前
の
写
真
３
の
「
栃
餅
一
葛
：
．
。
」
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
が
、
写
真
６
に
見
ら
れ

る
内
容
は
は
っ
き
り
と
「
御
痢
病
御
再
発
の
由
／
承
り
候
、
驚
き
入
り
候
、
何
様
に
御
座
／

候
哉
、
能
々
御
療
治
あ
る
べ
く
候
／
又
貞
将
所
労
、
大
事
の
物
一
一
て
ハ
／
候
へ
ど
も
（
以
下

略
）
」
・
胃
腸
を
悪
く
し
て
い
る
様
子
を
案
じ
た
貞
顕
の
見
舞
の
辞
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

こ
の
書
状
の
後
の
方
に
は
貞
将
の
病
気
の
こ
と
も
伝
え
、
医
師
が
大
し
た
こ
と
は
な
い
と

言
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
医
師
に
よ
く
か
か
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
当
時
と
し
て

は
上
級
武
士
の
一
家
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
貞
顕
の
書
状
の
も
う
一
つ
の
面
を
構
成
す
る
の
は
、
家
族
（
子
息
の
貞
将
以
外
）
で
あ

こ
わ
ら
わ

る
妻
女
と
か
子
ど
も
た
ち
（
小
童
）
と
い
う
表
現
で
書
か
れ
て
い
る
書
状
が
い
く
つ
か
あ
る
。

み
が
た

た
と
え
ば
当
時
は
子
ど
も
の
健
康
保
持
の
た
め
「
身
固
め
」
と
い
う
加
持
祈
祷
を
行
っ
た
。

写
真
７
は
、
そ
れ
を
剣
阿
に
依
頼
し
た
貞
顕
の
書
状
で
あ
る
。

ま
た
同
一
人
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
が
貞
顕
の
劔
阿
宛
て
の
書
状
の
中
に
「
小
童
（
子
ど

も
）
の
病
気
の
様
子
を
伝
え
、
観
達
房
に
病
気
が
小
康
状
態
に
な
る
ま
で
加
持
祈
祷
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
剣
阿
に
依
頼
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
な
お
こ
の
書
状
（
表
２
．
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恥
弱
）
に
は
、
貞
将
も
病
気
を
し
て
い
た
が
回
復
し
、
劔
阿
の
来
訪
を
知
り
喜
ん
で
い
る
こ
と
が
追
而
書
き
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
写
真
８
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
孫
の
出
生
を
伝
え
る
書
状
も
あ
る
（
表
２
．
叱
詑
）
。
全
体
的
に
見
て
出
生
を
報
告
す
る
書
状
と
い
う
の
は

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
出
産
の
状
況
ま
で
く
わ
し
く
伝
え
祈
祷
を
依
頼
し
た
も
の
は
珍
ら
し
い
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

．
‐
．
．
Ｌ
‐
邸
．
、
姫
．
侭
・
‐
．
．
．
‐
‐
．
、
域
・
蕊
鎚
・
‐
Ｊ
唾
．
・
・
・
・
㎡
‐
｝
恥
・
燕
．
確
認
蛾

か
を
軋
鍬
駄
斑
需

押
抑
七
‐
■
宮
ト
‐
Ⅱ
『
宮
‐
‐
‐
宮
‐
叩
冒
抑
‐
高
‐
唖
‐
‐
咄
蠅
ｒ
脹

榊
Ⅱ
‐
Ⅱ
‐
Ⅱ
‐
Ⅱ
恥
咄
‐
‐
・
‐
小
‐
‐
郷
‐
‐
‐
鼎
叫
‐
Ⅱ
・
・
か
Ⅱ
‐
‐
識
沙
伽
謡
‐
和
‐
Ⅱ
却
脹
．
一
．
・
蝿
吋
‐
‐
‐
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
‐
‐
部
‐

や
汎
砿
鮮
伽
鞭
棚
魁

戸
ｒ
４
〃
’
‐
・
‐
４
。
‐
。
：
鷲
．

〃
報
切
暉
苛
、
Ｆ
１
，
、
私
・
●
．
、
公
幾
何
側
‐
Ｊ
少
ｊ
ｎ

も
ロ
０
万
心
Ｂ
９
Ｕ
九
門
‐
‐
．
弛
酎
・
日
弓
猟
貼
・
』

●
イ
久

、．

”・‘瀞:

蔓．
V.噂：
fノウ:!;:§
A:|蕊

一唱云f

、

4

I鄙

ノク

ノ草

写真7「小童身固め」の書状・貞顕～劔阿宛

と
‐
‐
‐
財
‐
‐
‐
詫
司
１
叩
‐

霞
潔
躯
静
零
慰
か
Ｉ
鞠
“
｜
《

暦
強
溌
鯉
・
・
縄
．

Ⅱ
、
‐
・
・
泳
据
吋
孝
叩
溌
‐
・

蕊
・
・
認
瑠
兜
・
・
』
‐
Ｊ
Ｊ
》
．
、

詐
難
填
蕊
．

‐
ギ
グ
心
・
・
把
菖
‐
亘

興
虻
‐
躰
冒
‐
‐
Ⅱ
冒
冒
ｌ
も
冒
面
冒
冒
‐
Ｌ

宮
？
せ
り

坐
一
一
一
》
恥
啄
則
‐
‐
１
１
句
凸
図
睡
鴎
思
い
．
『
‐
叩
‐
…
“
、
“
い
－
．
‐
〃
可
、
”
‘
ｄ
Ｔ
、
ｊ
く
い

増
・
峰
・
・
錨
、
、
・
海
・
・
・
ぜ
．
．
、
剣
」
、

‐
・
胃
。
稚
‐
‐
、
イ
ー
ノ
７

１
“
錘
。
影
胤
聯
仏
一
；
俺
艫
”
〆

、
跡
里
．
‐
‐
‐
雲
呼
出
．
‐
．
、
画
一
（
（
一
鱗
Ｊ
ノ
跨
廊
【
幻
竿
シ
睦
輻
’
１
．
ｆ
Ｉ
Ｉ
‐
、
○
石

溌
恥
鍛
詐
蝿

紳
唖
》
壱
》
，
・
・
：
．
，
滝

‐
詞
妙
〆

鰕
・
玲
粂
”
準
謬
・
〆
・
“
．

写真8「男子出生……」と貞顕～劔阿へ孫の出生を

伝える書状
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こ
れ
は
、
貞
顕
が
嫡
孫
の
忠
時
の
誕
生
を
劔
阿
に
伝
え
る
と
同
時
に
母
親
の
後
産
の
遅
れ
を
案
じ
、
医
師
が
大
丈
夫
と
言
っ
て
い
る
の
に
、

劔
阿
に
祈
祷
を
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。
医
学
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
、
出
産
は
死
の
契
機
と
も
な
り
か
ね
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
貞
顕
の
書
状
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
背
景
に
し
て
家
族
へ
の
細
や
か
な
心
配
り
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
図
録
の
解
説
に
よ

る
と
、
文
保
二
年
以
降
（
一
三
一
八
）
、
一
～
二
年
の
間
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
家
族
の
健
康
状
態
を
伝
え
、
祈
祷
を
依
頼
す
る
書
状
の
中
に
、
「
息
女
所
労
事
…
」
と
か
「
貞
将
妻
女
自
一
二
昨
日
廿
日

一
違
例
事
二
候
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
女
性
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
良
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
時
女
性
は
大
切
に
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
こ
と
は
貞
顕
の
書
状
の
中
に
良
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

な
く
候
、
尚
蜘

（
追
而
）

金
沢
貞
顕
と
い
う
鎌
倉
時
代
末
期
の
武
将
は
執
権
北
条
氏
の
一
族
と
し
て
、
恵
ま
れ
た
上
級
武
士
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
自
分
も
家
族

も
病
気
に
な
っ
た
時
に
は
医
師
に
よ
く
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
称
名
寺
長
老
剣
阿
に
宛
て
た
書
状
か
ら
も
判
る
。
ま
た
当
時
は
病
気

内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
後
産
）
こ
こ
ろ
も
と

男
子
出
生
以
後
只
今
辰
剋
ま
て
／
殊
な
る
こ
と
な
く
候
、
但
後
物
い
ま
だ
／
遅
々
候
、
医
師
ハ
く
る
し
／
か
ら
い
よ
し
申
候
へ
と
も
／
心
本

く
候
、
尚
御
祈
念
／
候
は
ば
悦
び
入
り
候
心
地
ハ
無
為
に
候
へ
と
も
／
後
物
遅
々
か
え
す
が
え
す
も
心
も
と
な
く
／
存
じ
候
、
恐
惇
謹
言

又
進
之
候

五
、
お
わ
り
に

能
々
御
祈
念
／
候
は
ば
恐
悦
二
候

正
月
十
一
日
貞
顕
（
花
押
）
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は
疫
神
や
悪
霊
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
僧
侶
に
加
持
祈
祷
を
し
て
も
ら
い
邪
気
を
払
い
の
け
る
こ
と
が
早
く

健
康
に
な
る
唯
一
の
方
法
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
劔
阿
に
宛
て
た
貞
顕
や
嫡
子
貞
将
の
書
状
の
中
に
病
気
を
伝
え
祈
祷
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
文
面
の
も
の
が
多
い
の
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
理
由
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
時
代
後
期
の
上
級
武
士
の
家
の
家
庭
生
活
で
家
族
が
ど
の
よ
う
な
病
気
を
し
て
、
ど
の
よ
う
な
医
療
行
為
（
加
持
祈
祷
な
ど
も
含
め
て
）

が
行
な
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
が
金
沢
貞
顕
・
貞
将
父
子
の
耆
状
に
良
く
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
は
金
沢
貞
顕
の
書
状
か
ら
、
そ
の

人
間
像
な
ど
が
良
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
史
料
が
存
在
す
る
こ
と
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
整

理
し
て
医
療
と
い
う
面
か
ら
ま
と
め
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
『
金
沢
文
庫
資
料
図
録
』
の
中
に
は
、
こ
の
外
に
も
（
金
沢
貞
顕
の
書
状
以
外
の
も
の
に
も
）
、
医
事
資
料
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
が
沢

山
入
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
こ
こ
で
と
り
あ
げ
て
は
い
な
い
。

（
１
）

（
ワ
］
）

（
３
）

（
４
）鎌

倉
時
代
医
学
史
の
研
究
服
部
敏
良

神
奈
川
県
史

金
沢
文
庫
資
料
図
録
書
状
編
金
沢
文
庫

北
条
車
時
家
訓
の
研
究

鎌
倉
市
史

参
考
文
献

註
金
沢
貞
顕
書
状
案
・
弘
安
八
年
十
二
月
付
、
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
２

執
権
北
条
氏
一
門
鎌
倉
東
勝
寺
で
自
刃
、
『
鎌
倉
市
史
』
総
説
編

宝
寿
抄
の
名
称
に
つ
い
て
、
『
金
沢
文
庫
資
料
図
録
』
二
二
○
頁

真
源
に
つ
い
て
、
同
右

（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
歴
史
学
研
究
科
長
）
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つ
つ
函

LettersofSadaakiKanezawaasResourcesforMedicalHistorv
ジ

bvSeitar6HIGUCHI

SadaakiKanezawawasoneofthepeopleresponsiblefortheKamakuraH6j6feudalgovernment.

Heisconsideredtohavebeenamanofhighculturalsense,andgreatlycontributedtobringingKanezawa

Sh6my6jiTempleandKanezawaBunkotoprosperity.

Hisletterstohisfamilyshowhisaffectionandlove.HealsoleftmanyletterstoKen-a,thesecond

ElderofKanezawaSh6my6jiTemple.Theselettersrelatethenamesofdiseasesofthattimeand

differentkindsoftreatmentsandcare,folkremedies,andthelike.

（
函
②
）

TheyarehighlyvaluablematerialsforthestudyofmedicalhistoryinJapan


